
 

 

２０２２年度 進級・卒業判定基準 

 

  《進級判定基準》 

・全学年適用 

（１）態度評価を判定要件とする。 

 

       ・第１学年  

（１）全科目６０点以上を合格とする。 

（２）「医学入門実習」、「施設体験学習Ⅰ」はＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

（３）第２外国語から２単位、一般教養選択科目から３単位以上修得しなければならない。 

ただし、第１年次で修得しようとする単位は４６単位を超えてはならない。 

 

       ・第２学年 

（１）全科目および基礎医学ＣＢＴの成績が６０点以上を合格とする。 

（２）「施設体験学習Ⅱ」は、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

          

      ・第３学年 

（１）全科目および臨床医学ＣＢＴの成績が６０点以上を合格とする。 

（２）「RMCP（Research Mind Cultivation Program）」は、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

 

・第４学年 

（１） 全科目の成績が６０点以上を合格とする。 

（２） 共用試験ＣＢＴの成績がＩＲＴ値４４５以上を合格とする。 

（３） 共用試験ＯＳＣＥの成績が６０点以上を合格とする。 

（４） 合同学習会および集中講義の出席状況を判定の参考とする。 

（５） ＰＣＣＥ、クリニカル・クラークシップおよび第４学年総合試験の成績は、第５学年の進級判定

の要件とする。 

 

※共用試験ＣＢＴ及びＯＳＣＥのいずれかが不合格の場合、クリニカル・クラークシップを履修するこ

とはできない。この場合、別プログラムを履修することとする。なお、本プログラムの履修は翌年度

の共用試験受験資格とし、欠席は認めない。 

 

・第５学年 

（１） ＰＣＣＥ、クリニカル・クラークシップの成績（第４学年履修科目を含む）、第４学年総合試験

および第５学年総合試験の成績が全て６０点以上を合格とする。 

（２） 実力試験Ａおよび実力試験Ｂの成績は必修問題６０％、医学総論・医学各論の合計５０％以上を

合格とする。 

（３） 第４学年総合試験、実力試験Ａ、実力試験Ｂ、第５学年総合試験の配分を１０：１５：２５：５

０として総合的に評価する。 

（４） クリニカル・クラークシップの態度評価は、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

（５） 合同学習会、合宿講義および集中講義の出席状況を判定の参考とする。 

 

 ・第６学年 

（１） クリニカル・クラークシップの成績、Ｐｏｓｔ-ＣＣ ＯＳＣＥの成績が６０点以上を合格とする。 

（２） クリニカル・クラークシップの態度評価は、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

（３） 卒業試験Ａ、Ｂの配分を４０：６０として集計したものが必修問題８０％以上、医学総論・医学

各論の合計７０％以上、禁忌肢問題選択数が各３問以下を合格とする。 

なお、合否判定は卒業試験Ａ、Ｂおよび卒業試験再試験の結果を総合的に勘案し決定する。 

（４） 卒試問題解説講義（仮称）、合宿講義および集中講義の出席状況を判定の参考とする。 


